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己れとぞ 成るはかくもや 妙なるか いざ語らばや 尽 くしえずとも
About my Blessedness in Becoming Myself as I really am I
A Pilgrimage to one Educational Theorist's Inner World (2)
Iloup Manaonu
ABSTRACT
In educational context it is often spoken what a person should be
and become, while rarely questioned what it means that a person
becomes him/herself as he/she really is and how this experience can
be understood. In the point that a special sense of wonder, freedom
and blessedness accompanies it, the self which I mean here seems to
be differed from the self in usual condition where a person worries
about him./herself and others, or struggles with something outside in
everyday life. How on earth can we describe, however, this whole
experience of becoming oneself ? This paper tries to treat this theme
by stating my case and interpreting it, namely in a form of a kind of
self'-analytical autobiography.





































あるがままの自分と成る幸い 醗  「


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































あるがままの自分と成る幸い 一― 一教育学徒の内界巡礼 (2)一-  41
(井上)
・エピローグ
「首尾よくできたかどうかは別としても、ともかくここまで語ることが
できてホッとした気分だよ。今回も眼前にいる理解ある問答相手は寄与し
てくれた、こう言わないではいられないね。」
「私の方もそのような深遠な心の世界があるのかなって、思いを馳せる
ことができたわ。前回も守井君の大切な内面を訪れるという意味でまるで
内界を巡礼するような気持ちだったけど、今回は神秘的で聖なると言える
ような場所を訪れたという点では内界巡礼という言葉が一層適切だ、その
ように思うわ。」
「聖なるとは畏れ多い言葉だけど、こんなあるがままの自分でさえ、い
やあるがままの自分であったからこそこれほどの世界に与ることができた
のなら、これからも自分であり続けて残りの人生を堂々と胸を張る心持ち
で歩めたらなあ、これは大げさでも有頂天でもなく、偽わらざる心境なん
だね。」
「お天道様の前を堂々と、そんな心境なのかしら。燦燦と降り注ぐ日差
しのもとで先程までのびやかに舞っていたあのアゲハ蝶と、守井君の内面
世界のイメージが一瞬重なって感じられるようだわ・・・。」
「とはいえそのお天道様が傾きかけてさやかな風も漂いはじめたようだ
ね。そろそろこの場所を立ち去ることとしようか。」
「ええ、そうね。そうするしかないようね。・・。」
「ただ。・・、思い切って言えば僕の心が何かを今叫ばんとしているの
をひしひしと感ずるんだ。」
「それはどういう叫びなの ?」
「このまま君と別れるのは名残り惜しくて仕方がない、どうもそのよう
に聞こえるんだなあ。」
「守井君、私も・・・。私もできればあなたともっと一緒にいたいわ。
でもだからと言って、私たち一体これからどこへ向かおうかしら。」
「それならまさに『風に吹かれ、心の赴くまま』、こうしてみてはどうだ
ろう?こう言えば君を困らせることになるだろうか 。・・。」
